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日経メディカルオンライン 

医療安全問題で対談 
           日乗連 AA委員長と虎ノ門病院部長 
                  

 
2007年 8月 4日、医療業界情報メディア「日経メディカルオンライン」の企画

で「刑事告訴は医療安全をもたらすか」と題して対談が行われました。近年医療

事故で医師が刑事告訴される例が相次ぎ、処罰は安全な医療を実現するどころか、

医療の不作為や立ち去りを加速し、医療システム全体を危機にさらしつつありま

す。こうした状況は医療だけに留まらずヒューマンエラーに対して厳罰を求める

近年の日本社会が生んだ病理ともいえます。  
 
そこで「医療崩壊」（朝日新聞社刊）の著者で

もある虎ノ門病院の泌尿器科部長の小松秀樹氏

と舘野洋彰 AA委員長が、安全で崩壊しない医療

はどうしたら得られるのか、分野を超えて討論

しました。対談は予定時間を超えて活発に行わ

れその内容は 8月 29日から掲載されました。 
 
日経メディカルオンラインは日本経済新聞社関連の  

医療情報媒体で日本全国約 25万人の医療関係者の 

うち約 11万人が購読しています。 
 

 



 

 

航空安全シンポジウム in TOKYO 

安全な社会の実現を目指して 

―システム性事故における責任追及はどうあるべきか― 
 
 
日本乗員組合連絡会議 事故解析（日乗連 AA）委員会は、毎年航空安全シンポジウムを開催

していますが、今般下記日程で開催いたします。 

 昨今、様々な分野での事故において、「その責任の問い方は如何にあるべきか」との議論が

活発になりつつあります。今回は「システム性事故における責任追及はどうあるべきか」をテ

ーマに宇都宮大学 松岡猛 教授、虎の門病院 小松秀樹 医師、日乗連顧問 米倉勉 弁護士、   

日乗連AA委員長 舘野洋彰による基調講演に続き、パネルディスカッションを予定しています。

奮ってご参加ください。 

 
 
プログラム 

第 1部 基調講演 

松岡 猛   教授（宇都宮大学工学部）・・・・・・・・・「事故調査体制の在り方」 

小松 秀樹 医師（虎ノ門病院泌尿器科部長）・「司法と医療：言語論理体系の齟齬」 

米倉 勉 弁護士（日乗連顧問）・・・・「調査と責任追及―制度のあり方について」 

舘野 洋彰 機長（日乗連 AA委員会委員長）・・・・・・・「航空事故と責任追及」 
 
第 2部 パネルディスカッション 

     パネリスト： 松岡 猛 教授、  小松 秀樹 医師、  米倉 勉 弁護士 

司会：  舘野 洋彰 
 
第 3部 質疑応答 
 
 

日時：2007年 10月 20日（土） 18：00時～20：00時 
 

場所：羽田空港第 1ターミナル 6F ギャラクシーホール 
 

主催：日本乗員組合連絡会議 事故解析（AA）委員会 

協賛：日本航空機長組合 


